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東
北
屈
指
の
温
泉
地
の
そ
ば
で
40
年
以
上
に
わ
た
り
運
転
を
行
っ
て
き
た
鬼
首
地
熱
発
電
所
。

グ
ル
ー
プ
の
力
を
結
集
し
、
環
境
保
全
に
も
取
り
組
み
な
が
ら
リ
プ
レ
ー
ス
工
事
を
進
め
て
い
る
。

鬼
首
地
熱
発
電
所
を
リ
プ
レ
ー
ス

末
永
く
地
元
と
共
存
で
き
る
存
在
に

か
ら
発
電
所
に
向
か
う
途
中
に
あ
る
鳴

子
温
泉
郷
は
、
４
０
０
を
超
え
る
源
泉

数
を
誇
り
、
日
本
に
あ
る
11
種
類
の
泉

質
の
う
ち
９
種
類
も
の
泉
質
が
集
ま
る
。

み
ち
の
く
随
一
の
湯
治
場
と
し
て
も
名

高
い
温
泉
地
だ
。

こ
の
地
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
豊
か
な
土
地

で
鬼
首
地
熱
発
電
所
が
運
転
を
開
始
し

た
の
は
１
９
７
５
年
。
出
力
１
万
５
０ 

０
０
kW
、
東
北
地
方
の
主
要
な
地
熱
発

電
所
と
し
て
電
力
の
安
定
供
給
に
貢
献

し
て
き
た
。
40
年
を
経
て
も
な
お
、
地

下
に
は
今
後
も
利
用
で
き
る
豊
富
な
地

熱
資
源
が
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
た

め
、
高
経
年
化
し
た
設
備
の
更
新
を
決

定
。
２
０
１
７
年
に
運
転
を
停
止
し
、

19
年
か
ら
リ
プ
レ
ー
ス
工
事
に
入
っ
た
。

運
転
開
始
は
23
年
４
月
の
予
定
だ
。

工
事
で
は
、
発
電
用
の
蒸
気
を
得
て

い
た
９
本
の
生
産
井
と
、
取
り
出
し
た

熱
水
を
地
下
に
戻
す
８
本
の
還
元
井
を

全
て
埋
め
戻
し
、
新
た
に
５
本
ず
つ
掘

削
す
る
。
蒸
気
タ
ー
ビ
ン
・
発
電
機
の

性
能
が
向
上
し
、
生
産
井
を
９
本
か
ら

５
本
に
減
ら
し
て
も
発
電
出
力
は
リ
プ

レ
ー
ス
前
と
同
等
の
１
万
４
９
０
０
kW

と
な
る
。

グ
ル
ー
プ
の
力
を
結
集 

よ
り
安
全
に
配
慮
し
た
設
計

訪
れ
た
21
年
11
月
14
日
は
、
発
電
所

本
館
の
建
設
工
事
、
生
産
井
・
還
元
井

の
掘
削
工
事
と
配
管
基
礎
工
事
な
ど
を

進
め
て
い
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
日
、
５

本
目
の
生
産
井
を
掘
り
当
て
た
と
こ
ろ

で
、
能
力
評
価
に
移
る
現
場
に
は
慌
た

だ
し
く
も
活
気
が
感
じ
ら
れ
た
。

同
発
電
所
の
約
13
万
９
０
０
０
㎡
の

敷
地
は
、
地
熱
活
動
が
活
発
な
自
然
噴

気
地
に
あ
る
。
地
表
の
温
度
が
高
く
、

硫
化
水
素
の
噴
出
が
認
め
ら
れ
る
場
所

も
あ
る
。
敷
地
内
は
安
全
対
策
に
万
全

を
期
し
、
地
下
50
ｍ
地
点
の
地
温
や
地

震
、
振
動
、
傾
斜
を
常
時
監
視
。
異
常

が
確
認
さ
れ
る
と
警
報
を
出
し
、
作
業

員
を
安
全
な
エ
リ
ア
に
避
難
さ
せ
る
。

特
に
地
熱
活
動
が
活
発
な
エ
リ
ア
へ
の

立
ち
入
り
は
事
前
許
可
制
に
し
て
記
名

を
徹
底
さ
せ
て
い
る
。

リ
プ
レ
ー
ス
で
は
さ
ら
に
安
全
性
を

高
め
る
設
計
に
し
た
。
地
表
の
温
度
が

高
い
エ
リ
ア
に
点
在
し
て
い
た
生
産
井

と
還
元
井
を
よ
り
安
全
な
エ
リ
ア
に
集

約
し
て
発
電
す
る
。

同
発
電
所
は
、
地
下
１
０
０
０
ｍ
〜

１
６
０
０
ｍ
に
滞
留
す
る
約
２
５
０
℃

の
熱
水
を
利
用
す
る
。
生
産
井
は
、
一

度
地
上
か
ら
圧
力
を
か
け
て
減
圧
す
る

と
蒸
気
混
じ
り
の
熱
水
が
継
続
し
て
噴

出
す
る
。
こ
れ
を
気
水
分
離
器
で
蒸
気

と
熱
水
に
分
け
、
１
時
間
に
約
１
３
０

ｔ
に
な
る
蒸
気
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
タ
ー

ビ
ン
を
回
し
発
電
す
る
。
蒸
気
を
一
度

だ
け
利
用
す
る
シ
ン
グ
ル
フ
ラ
ッ
シ
ュ

方
式
で
、
タ
ー
ビ
ン
を
回
し
た
後
の
蒸

気
は
復
水
器
で
冷
却
し
て
温
水
に
戻
す
。

こ
の
温
水
は
、
蒸
気
と
分
離
し
た
熱
水

と
共
に
還
元
井
か
ら
地
下
に
戻
す
。
地

下
に
戻
っ
た
温
水
は
年
月
を
か
け
、
岩

盤
の
割
れ
目
を
通
っ
て
、
地
熱
に
よ
っ

て
再
び
高
温
に
な
り
生
産
井
か
ら
噴
出

す
る
。
地
熱
発
電
は
天
然
の
資
源
を
循

環
再
利
用
す
る
究
極
の
エ
コ
発
電
な
の

だ
。発

電
所
で
は
生
産
井
を
５
本
同
時
に

使
用
し
て
運
転
開
始
す
る
計
画
だ
。
発

電
条
件
に
合
う
生
産
井
を
掘
り
当
て
る

の
は
難
し
い
と
い
わ
れ
る
中
、
５
本
の

生
産
井
を
全
て
掘
り
当
て
た
。

茅
野
智
幸
所
長
は
「
地
熱
発
電
の
開

発
で
は
、
資
源
開
発
会
社
が
蒸
気
を
供

給
し
、
電
力
会
社
が
発
電
を
担
う
こ
と

が
多
い
。
Ｊ
パ
ワ
ー
は
掘
削
か
ら
発
電

ま
で
を
グ
ル
ー
プ
内
で
行
う
の
で
、
ノ

ウ
ハ
ウ
が
蓄
積
さ
れ
ま
す
」
と
グ
ル
ー

プ
の
強
み
を
話
す
。
５
本
の
掘
削
が

１
０
０
％
の
成
功
率
に
な
っ
た
の
も
、

長
年
の
知
見
の
賜
物
だ
。「
一
気
通
貫

で
技
術
が
磨
か
れ
て
、
次
の
現
場
に
も

生
か
さ
れ
ま
す
」。

Ｊ
パ
ワ
ー
は
新
た
な
地
熱
発
電
所
建

設
に
向
け
、
近
隣
の
高
日
向
山
地
域
で

資
源
量
調
査
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

築
い
て
き
た
地
元
と
の
信
頼 

地
球
と
環
境
に
配
慮
し
た
発
電

鬼
首
地
熱
発
電
所
は
環
境
や
地
域
と

の
共
生
に
も
力
を
注
ぐ
。
１
９
７
５
年

に
運
転
を
開
始
す
る
前
か
ら
、
鳴
子
温

泉
郷
の
ひ
と
つ
、
鬼
首
温
泉
の
源
泉
の

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
毎
月
欠
か
さ
ず
続
け

て
い
る
。
運
転
中
だ
け
で
な
く
、
運
転

を
停
止
し
て
い
る
現
在
も
源
泉
の
温
度

や
成
分
、
湯
量
な
ど
が
変
わ
ら
な
い
こ

と
を
確
認
し
、
デ
ー
タ
を
提
供
し
続
け

て
い
る
。
温
泉
は
地
域
に
と
っ
て
大
切

な
観
光
資
源
。
客
観
的
な
デ
ー
タ
を
示

し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ

と
で
信
頼
関
係
を
築
い
て
い
る
。
年
に

数
回
の
事
業
説
明
会
も
設
け
、
対
話
の

場
を
作
っ
て
き
た
。

調
査
開
始
か
ら
数
え
る
と
60
年
。
鬼

首
で
発
電
を
続
け
て
こ
ら
れ
た
の
は
、

代
々
の
所
員
が
こ
う
し
て
地
元
と
の
信

頼
関
係
を
築
い
て
き
た
か
ら
だ
ろ
う
。

信
頼
を
得
る
努
力
は
発
電
だ
け
で
な

く
、
環
境
保
全
に
も
及
ぶ
。
発
電
所
は

栗
駒
国
定
公
園
内
に
立
地
し
て
い
る
た

め
安
全
教
育
と
同
じ
く
ら
い
の
重
要
度

で
自
然
保
護
に
関
す
る
入
構
教
育
を
行

う
。
気
づ
か
な
い
ほ
ど
小
さ
な
希
少
高

山
植
物
や
、
ク
マ
タ
カ
が
生
息
し
て
い

る
の
で
、
新
し
い
工
事
関
係
者
が
加
わ

る
た
び
に
入
構
教
育
を
行
っ
て
い
る
。

火
山
国
で
あ
る
日
本
は
世
界
第
３
位

の
地
熱
資
源
量
を
誇
る
。
地
熱
発
電
は

太
陽
光
や
風
力
の
よ
う
に
自
然
条
件
に

左
右
さ
れ
ず
安
定
的
な
運
用
が
で
き
る

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
、
大
き

な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
社
会
の
実
現
に
向
け

東
北
新
幹
線
古
川
駅
か
ら
北
西
に

約

 

60 

km
。
秋
田
・
山
形
の
県
境
に
ほ
ど

近
い
宮
城
県
大
崎
市
の
鬼
首
カ
ル
デ
ラ

に
「
鬼
首
地
熱
発
電
所
」
が
あ
る
。
宮

城
県
内
で
唯
一
の
地
熱
発
電
所
だ
。
駅

Ｊ
パ
ワ
ー
（
電
源
開
発
）

建設中の発電所本館。奥に見えるのは還元井

掘り当てた報告を受け、生産井の前で笑顔の茅野所長

近隣の川はかつて硫黄鉱山だったことを思い起こさせる
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コロナ禍をプラスに転じる
これからも地域に愛される発電所に
―リプレース工事が中盤です。
2年半を振り返っての感想は。
茅野　最後の5本目の生産井を掘
り当て、発電所本館と制御棟も姿
を現し、発電所の全体像がようや
く見えてきました。発電設備も工
場製作が順調に進んでいます。
一昨年前からのコロナ禍では工事
に大きな影響がありました。海外
の技術者が入国できず掘削チーム
を思うように組めなかったため、
工事が一時止まりました。国内で
も県境を越える移動が難しくなっ
たので、東京の設計チームには現
場勤務をしてもらいました。皆で
現場を見ながらの即断即決につな
がり、仕事がスムーズになりまし
た。災い転じて福となす、でしたね。

地域が再エネを支えている 
安全・品質・信頼で貢献

―脱炭素社会に向けて地熱発
電が注目されていますね。
茅野　鬼首地熱発電所は、地元の
人が子供の頃、遠足で訪れた場所
として親しみを持ってくれていま

す。純国産エネルギーの地熱には、
地元の期待を肌で感じます。水力
発電所も近くにあり、再エネを地
域が支えているという思いがある
ようです。「昔からいるJパワー
頑張れ」と応援してくれます。そ
の期待に応えられるようないい発
電所にしていきたい。地元の誇り
になれるようにと思います。
―地域との交流についてはい
かがですか。
茅野　コロナ禍でイベントがなく
なっていますが、普段のご近所づ
きあいは大事にしています。先日
はキノコ狩りでの収穫物をいただ
きました。あげるともらう、を何
回も繰り返しますね。みなさん温
かいです。互いに思いやり合って
日々の暮らしの中で交流を続けた
いと思っています。
―地熱ならではの環境への配
慮はありますか。
茅野　温泉への影響を生じないこ
とが事業の大前提と肝に銘じてい
ます。栗駒国定公園内に位置して
いるので、工事に従事頂いている

方々への自然保護についての入構
教育は必須です。また、敷地を拡
げずに既設発電所の構内で工事を
行う必要があり、狭い中で複数の
工事を進めるための工法の工夫と
調整が不可欠です。景観への配慮
として、新しい建屋を既設より高
くしない、色彩を調和させるなど、
多くの制限の中で環境と共存しな
がら建設を進めています。
―所員の皆さんへのメッセー
ジをお願いします。
茅野　運転開始まで残り1年半を
切り、今年はいよいよ発電設備の
据付、試運転と、発電所の完成に
向けての重要な年となります。こ
れからもまずは安全が最優先。無
事故無災害を最後まで継続しよう。
そしてＪパワーグループがこれま
で蓄積した知恵を結集して、高性
能で信頼性の高い発電所の完成を
目指そう。国定公園の中でこれか
らも環境配慮を怠らず、再エネの
一翼を担うことを意気に感じて、
末永く地域に愛される発電所をつ
くりあげていこう。

Interview

茅野智幸
鬼首地熱発電所所長

湯けむりが風情を醸し出す鳴子温泉郷

た
取
り
組
み
の
方
向
性
と
道
筋
を
掲
げ

た
「
ブ
ル
ー
ミ
ッ
シ
ョ
ン
２
０
５
０
」

で
は
、
25
年
度
ま
で
に
17
年
度
比
で

１
５
０
万
kW
増
の
再
エ
ネ
の
新
規
開
発

を
目
標
と
し
て
い
る
。

国
も
再
エ
ネ
に
力
を
入
れ
て
い
る
現

在
、
鬼
首
地
熱
発
電
所
で
も
生
産
井
を

増
や
し
、
発
電
量
を
上
げ
れ
ば
い
い
の

で
は
？
と
疑
問
を
投
げ
か
け
て
み
た
。

茅
野
所
長
は
明
確
に
こ
う
答
え
た
。「
こ

れ
か
ら
も
長
い
期
間
発
電
を
続
け
る
た

め
に
は
、
地
球
の
恵
み
で
あ
る
地
熱
資

源
を
適
正
な
量
で
大
切
に
利
用
し
、
自

然
環
境
に
も
地
球
に
も
配
慮
し
て
発
電

し
て
い
く
こ
と
が
大
事
な
の
で
す
」


